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　　男　2。689人（＋7）
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寺
迫
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館

十
三
年
ぶ
り
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総
合
優
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〃

四
種
目
に
新
記
録
生
ま
れ
る

　
第
三
十
二
回
町
民
体
育
大
会
か
十
月
十
六
日
（
日
）
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
年
に
一
度
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
本
大
会
は
、
開
催
か
近
づ
く
に
つ
れ
天

気
の
方
が
心
配
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
、
当
日
は
朝
か
ら
青
空
が
広
か
り
、
そ
の

上
競
技
が
は
じ
ま
る
と
選
手
た
ち
の
熱
気
に
加
わ
え
気
温
の
方
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ぐ
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上

が
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間
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夏
日
を
思
わ
せ
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ど
の
暑
い
陽
気
の
中
で
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の
日
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楽
し
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一
日
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。
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績
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陸上自衛隊

　作業隊46名が

　　　着任

長迫木材加工団地
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迫
木
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工
団
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用
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造

成
工
事
の
た
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、
福
岡
県
小
郡
市
に
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陸
上
自
衛
隊
第
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設
群
か
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本
田
隊
長
以
ド
四
十
六
名
が
レ
月
曜

瓦
日
に
着
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し
ま
し
た
．

　
隊
は
来
年
二
月
末
ま
で
本
町
に
滞

在
（
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業
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泊
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す
る
こ
と

に
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お
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隊
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の
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ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

の
記
録
は
今
年
九
月
卜
八
日
を
も
っ

て
四
年
間
つ
づ
き
ま
し
た
．
こ
の
記

録
に
対
し
、
九
月
三
十
日
県
警
本
部

長
か
ら
東
郷
町
に
対
し
祝
辞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
．
．
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7
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…
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の
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き
た
い
も
の
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産
業
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育
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化
お
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ス

ポ
↓
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興
・
鮒
、
心

発
展
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
と
実

践
を
町
民
に
公
開
し

さ
ら
な
る
躍
進
を
め
悼

ざ
す
．
、
ま
た
、

「
ふ
れ
あ
い
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和
を
は
か
り
、
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る
お
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の
あ
る
創
造
性
鵯
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「
東
郷
町
一
を
築
こ
う
！
．

　
と
い
う
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
す
．
、
今
年
も
た

く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．
．
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け
ん
銃
の
な
い

　
安
全
な
社
会
を

　
け
ん
銃
は
ア
メ
リ
カ
で
発
生
し
た

日
本
人
留
学
生
射
殺
事
件
等
で
使
用

さ
れ
る
な
ど
、
社
会
に
大
き
な
不
安

を
与
え
て
い
ま
す
一
．

　
・
け
ん
銃
を
持
っ
て
い
た
。

　
・
弾
丸
疫
の
あ
る
自
動
車
を
見
た
。

　
・
け
ん
銃
の
発
射
音
ら
し
い
音
を

　
聞
い
た
。

　
・
鉄
．
パ
イ
プ
等
、
け
ん
銃
の
部
品

　
　
と
な
る
物
を
購
入
す
る
ガ
ン
マ

　
　
ニ
ア
が
い
る
。

　
・
家
族
の
遺
品
を
整
理
し
て
い
た

　
　
ら
、
軍
用
け
ん
銃
や
昔
の
け
ん

　
　
銃
が
出
て
き
た
。

　
等
の
場
合
は
、
直
ち
に
警
察
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
「
安
全
な
社
会
」
を
め
ざ
し

て
け
ん
銃
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
平
成
五
年
六
月
の
法
律
改
正
で

◎
　
け
ん
銃
の
不
法
所
持
の
罰
則
の

　
　
強
化

◎
　
自
分
か
ら
進
ん
で
警
察
に
届
け

　
　
出
た
場
合
の
減
免
又
は
免
除

　
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
昔
、
戦
地
か

ら
持
ち
帰
っ
た
「
占
い
軍
用
け
ん
銃
一

8＿＿読＿．』

輪謡溺繍
　
　
6

が
納
屋
の
片
隅
に
あ
り
ま
せ
ん
か
？

あ
っ
た
ら
直
ち
に
警
察
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

丁1最近のけん銃の押収状況
平成3年1平成4年平成5年i平成6年 合　計

全　　国　1 1，032　　　1，450　　　1，672　　　　926　　il　5、080

　　　　　　　　　　1¥力団内数　　　954　1，07211，1961　666 3，888

九州管区 58　　　　230　！　　269　1　132 689

暴力団内数 45　　　　　179　．　　223　　　　109 556

宮　　崎
3　．　　　6　　　　　6　　　　4　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 i　　l9

暴力団内数旨　　　1…　　3…　　4　　　1 9

※平成6年7月末現在

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉



　　　　　　　ロ

轟4

　
　
　
匿
「
『

－
㌧
．
κ

譲
∴
㍗
轟
．

　
　
　
一
・

わ瀞

　　、．・ば

（

　
6
5
審
．亨窪

い

1

馴
蛭

継るεと：

o
出
身
地

　
　
鶴
野
内
　
下
村

。
生
年
月
日

　
　
大
正
卜
二
年
卜
一
一
月
二
卜
五
口

。
現
在
の
住
所

　
　
宮
崎
市
東
大
宮

○
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
寺
原
国
義
さ
ん

飛
び

体
を

も
体

は
こ

人
な

中
に

ン
が

こ
と

若
者
が
定
着
す
る
面

　
①
何
と
い
っ
て
も
雇
用
の
場
の
確

保
と
創
出
と
思
い
ま
す
．
日
向
市
を

は
じ
め
、
隣
接
町
村
を
含
め
た
広
域

的
な
対
応
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
、

関
連
ン
こ
て
、
東
九
州
高
速
道
も
期

待
し
た
い
も
の
で
す
．
．
ま
た
特
産
物

の
振
興
や
農
産
物
加
工
、
或
は
福
祉

サ
ー

よ
る

の
で

　
2

い
環

窪
い

か
．

　
　
寺

麟
ラ

東郷町原
　
宮
崎
市
に
お
住
ま
い
で
、
現
在
奥

さ
ん
と
二
人
暮
し
を
さ
れ
！
、
い
ま
す
．

　
卜
二
年
前
に
県
単
を
退
職
さ
れ
、

今
は
市
内
の
会
社
に
非
常
勤
と
し
て

務
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
仕
事
の
な
い
日
な
ど
は
趣
味
で
も

あ
る
園
芸
を
奥
さ
ん
と
二
人
で
楽
し

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す

が窪い　のよサ　　こン中人はも馬飛吐くいるうたか達好つん耳

鶴翼矯1つ細謹誠履蹴鶏三都縮が竪

咳

延
さ
ん
（
7
0
歳
）

★

み
3
さ
と
6
思

　　

@　

ｨ
川
で
の

四
べ
に
行
っ
て
く
る
ば
い
”

一
目
散
．
．
目
的
地
は
「
う
ま

一
こ
こ
は
耳
川
が
中
洲
に
よ

れ
た
淀
で
、
水
あ
べ
に
は
絶

町
だ
っ
た
．
集
落
の
こ
ど
も

「
人
三
十
人
と
集
ま
り
賑
や

戸
が
絶
え
な
か
っ
た
．
先
輩

父
り
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
い

ぢ
泳
ぎ
を
覚
え
た
も
の
で
あ

っ
一
つ
マ
ス
タ
ー
し
て
は
競

だ
り
し
た
こ
と
な
ど
が
楽
し

出
さ
れ
る
．
、
こ
こ
に
は
馬
の

だ
大
き
な
岩
が
あ
り
恪
好
の

み
台
に
も
な
っ
た
．
炎
天
に

し
て
は
泳
ぎ
夢
中
に
遊
び
顔

具
黒
、
今
だ
に
色
が
黒
い
の

ム
残
か
も
…
．
当
時
は
監
視

は
い
な
か
っ
た
が
、
集
団
の

一
人
や
二
人
水
泳
の
べ
テ
ラ

9
い
た
も
の
で
あ
る
．
．
こ
の

み
ん
な
の
心
の
支
え
で
も
あ

げ
く
り
を
…

い
出
催
な
し
∴
・
★

川
遊
び

つ
た
．
．
こ
う
し
た
交
り
の
中
で
心
身
と

も
に
泥
暁
じ
く
ム
目
つ
た
の
だ
と
田
心
う
．
一

ほ
か
に
も
魚
つ
り
や
鮎
か
け
、
う
な

ぎ
ぽ
っ
ぽ
な
ど
、
思
い
出
は
つ
き
な

い
．
最
近
の
早
川
を
見
る
と
砂
利
は

と
ら
れ
、
川
の
形
は
す
っ
か
り
変
り
、

仕
日
の
面
影
は
な
い
．
ふ
る
さ
と
の
自

然
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
r
．
て
ゆ
く

の
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い

　
　
　
　
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
…
“
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
．
．
一
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

樗
　
欝
欝
’
∵
三
三
「
北

必「

繍｛一～ 蕪
．

磯糖一
纏ψ

　
翫
ゴ舞

慨

へ
事
業
な
ど
、
民
間
活
力
に

用
の
創
出
も
期
待
し
た
い
も

郭
者
に
と
っ
て
、
く
ら
し
易

ノ
く
り
の
】
つ
と
し
て
「
老

い
の
家
」
は
如
何
で
し
ょ
う

任
度
の
健
康
器
具
を
揃
え
、

運
動
コ
ー
ナ
ー
、
娯
楽
室
な
ど
を
備

え
た
施
設
．
．
老
若
併
せ
て
地
域
の
人

々
の
交
流
の
場
と
し
て
も
利
用
さ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
，
小
う
か
．
．
聞

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
種
の
計

画
が
あ
る
由
結
構
な
こ
と
だ
と
喜
ん

で
い
ま
す
．
、
牧
水
の
ふ
る
さ
と
東
郷
町

の
発
展
を
心
か
ら
願
、
っ
て
お
り
ま
す
、

病
室
の
窓
に
見
下
ろ
す
校
庭
に
尺
影

　
も
な
く
百
日
紅
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

実
り
田
の
う
る
お
・
－
一
ば
か
り
降
ら
し

　
め
よ
願
、
い
を
か
く
る
今
宵
の
夕
立

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

朝
夕
を
牛
に
待
た
る
る
こ
と
も
楽
し

　
か
り
畦
草
刈
れ
ば
ト
ン
ボ
ま
つ
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
里
．
n
一
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
グ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
量
一
イ
　
　
ク
寸

水
質
の
汚
れ
る
侭
の
耳
川
に
釣
り
糸

　
垂
る
る
人
影
勘
し

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
浦
　
園
男

咲
き
初
め
し
藤
の
一
枝
下
刈
に
杉
桧

　
生
か
し
！
、
蔓
を
切
り
’
τ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

果
て
も
な
く
暗
き
沖
よ
り
打
ち
寄
す

　
る
濾
書
は
白
く
砕
け
光
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

松
の
木
の
ど
こ
が
こ
ん
な
に
燃
え
る

　
の
と
迎
え
火
を
焚
く
孫
に
問
は
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

朝
夕
の
外
気
日
ま
し
に
気
持
ち
よ
く

　
萩
の
花
咲
く
秋
の
お
と
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
津
　
利
江

浦
城
の
海
面
に
戯
れ
し
孫
た
ち
と
陽

　
の
落
ち
し
浜
に
バ
ー
ベ
キ
”
一
一
囲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

秋
日
和
稲
穂
は
重
く
土
手
の
上
置
珠

　
沙
華
が
抜
き
い
で
て
燃
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
－
不
　
国
作

幾
万
年
年
を
経
た
る
や
外
輪
山
そ
の

　
雄
大
な
る
は
阿
蘇
に
こ
そ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
　
鶴
男

国
守
る
赤
き
心
に
征
き
に
し
を
侵
略

　
な
ど
と
今
の
世
は
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

ザ
ゆ
　
ド
　
す
　
ド

出
穂
の
畦
伊
ト
⊥
）
ア
り
ゐ
／
、
勾
い
起
つ
主
目

　
田
を
渡
る
風
の
さ
や
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

尾
鈴
短
歌
八

短
歌

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

〃無㌧痢・〃ヲ厭
1　　闘．．闘1．

wへψド魑ノ まち。～アルバム
窪毒　東郷町「シルバー一交通安全推進大会」

〕　　　　　　　　一町中央公民館一　　　　　　・

　9月26日帽・

　秋の全国交通安全運動の期間に合わせ、町老人クラブ連合　・

　会では、シノレバー交通安全推進大会を開催しました，この日　：

　の出席者は町内の老人クラブ会幽幽250名で、大会では町老連　・

　会長の甲斐實さんのあいさつが行なわれた後、関係者のあい　．

　さつや交通安全講話が行なわれました，特に車社会から高齢　曾

　者自らが身を守る為の講話にはどの参加者も熱心に聞き入っ　．

　ていました，最後に主催者の代表者が交通安全宣言案を朗　●

読し、その後全員の拍手により採択され閉会となりました．・

C夙
－
噛

応
↓
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《
ノ
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～

至藍藍裏事裏璽重三．玉．星夏亙重葦写茎茎．亙半影葦子互至■茎玉三至夏三夏．三豆三霊夏豆室夏三至｝＝要重夏重耳竃茎夏至＝至三窒歪豆＝言重夏豆重至至τ軍豆互夏；至雪至三

「寺迫長寿会」が

　　　　県知事表彰を受賞〃
9月28日火

　宮崎市民会館で開催された第19回宮崎県老人クラブ大会に

　於いて、孝迫老人クラブ長寿会が優良老人クラブとして県知

　事から表彰を受けました、これは、ゲートボー・ンによる健康

’　維持や社会奉仕作業等、会員の活発な活動か認められたもの

　で、受賞した会員からは喜びと共に、一今後もこれまでと同

　様みんなでゲートボールを楽しみながら、地域に奉仕できる

　活動を長く続けていきたいです、一とおっしゃっていました、

　長寿会のさらなる活動を期待いたします，

口慰：τf一一三一　－■葦亘＝7豆野瀬翼〔一難．璽重：葦璽重三互璽三．三7＝夏夏霊藍事葦軍毫夏．茎ーコ【豆コ〔夏－夏Σ匿：璽董至亙玉＝自己重重軍里茎三7－藍ま豆＝至三

お年寄りの指導を受けて

　　　　　　りっぱに取り入れ
　10月3日月1

福瀬小学校では今年も地元老人クラブ福寿会の会員の指導　．

を受けながら稲刈りが行なわ才しました一

地元の人から借りて作った4aの田んぼでは、6月にみん

なで植えたもち米が見事に実り、早速みんなで鎌をもって田

んぼへと出かけました。今年は例年以一しの豊作で、刈取り後　．

の稲干しになると、予定していた竹竿が足らなくなり途中お　・

じいちゃんたちが竹竿を取りに帰るというハプニングもあっ

たようです．

今回取り入れたもち米は、学校創立120周年記念行事が行な

われる来年2月におもち用として使われるそうです，

至茎亙H．茎．茎．茎夏亙＝璽三－－裏事翼＝－－夏．雲豆重重夏室軍三■至正－重室葦－璽夏：至董至葦τ要．習重童重韮重重重至歪夏至歪．冨．重雪重豆：葦τ軍夏重喜重三雪夏言重

字18回高齢者スボーーツ大会

10月5日置

　毎年恒例となっている高齢者スポーツ大会が今年も町総合

グラウンドで盛大に開催されました．

　当日は朝から薄曇りの天気で、陽射しを気にすることなく

しかも暑くもなく寒くもない、絶好のスポーツ日和の中での

大会となりました．

出場した400名のおじいちゃん、おばあちゃん、それに大会

に花を添えてくれた150名の町内の幼稚園・保育園児たちは、

すがすがしい気候の中で精一杯体を動かし、時には声援を送

ったり笑ったりして楽しい一日を過ごしていました　　　　蚕

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉
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　　　　鶴野内の

　寺原千裕ちゃん6歳

父：寺原屯幸さん

母：　はるみさん
O好きな食べものは何ですか？

　ハンバーグ
O好きなテレビ番組は何ですか？

　七つの海のテイコ

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　スチニワーテス

欝
要
ゼ

　　　　迫の内の

　　黒木健太くん6愚

父：黒木美喜雄さん

母：　　美樹さん

O好きな食べものは何ですか？

　カレー、チ四一ハン

O好きなテレビ番組は何ですか？

　ドラえもん

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　くだもの屋さん

認
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　　二ξ⊃る

山田亙さん

青年大会剣道の部で
　　全国大会に／

　9月4日（m、宮崎市総合体

育館で開催された第44回宮

崎県青年大会で剣道競技の部
に出場した福瀬の山田亙さん

　！26歳）が個入載で見事優

勝を果たし、来る11月27

日・28日に東京で開催され

る第43回全国青年大会に出

場することになりました、ま

た山田さんは、団体戦で優勝

し同じく全国大会に出場を決

めた東臼杵郡チームのメンバ

ーとしても出場することにな

っており、今大会に向けて週

3回、諸塚村に通い猛練習に
励んでいるそうです。

　山田さんの活躍を期待いた
します。

　一
回
回些
教7
募ン
暴ド

海発
野見

喋
生1一

は
じ
め
て
の
公
式

　
　
　
行
事
は

　
日
本
大
使
館
で

　
七
月
二
十
二
日
　
晴

　
．
O
。
＆
ζ
〔
）
「
三
晃
一
6
〔
臥
噛
究
。
二
窪
一
で
、

い
よ
い
よ
発
見
の
旅
の
始
ま
り
で
あ

る
．
．
午
前
中
は
、
主
都
ダ
ブ
リ
ン
の

北
に
あ
る
エ
ジ
フ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

よ
り
も
古
い
と
い
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
グ

レ
ン
ジ
古
墳
の
見
学
、
こ
こ
は
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
が
訪
問
さ
れ
た
所
で

日
本
語
に
よ
る
案
内
が
さ
れ
て
い
た
。

近
く
の
観
光
農
場
の
見
学
で
は
、
広

い
農
場
の
中
を
荷
馬
車
で
廻
り
、
豊

か
な
自
然
と
広
大
な
農
地
、
温
か
い

人
柄
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
．

　
午
後
は
、
正
装
に
よ
る
公
式
行
事

で
あ
る
．
一
ま
ず
監
本
大
使
館
の
訪
問
。

　
大
使
と
直
接
会
見
で
き
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
と
日
本
の
関
係
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
説
明
を
受
け
、
発
見
の
旅
の

目
的
を
半
分
は
達
す
る
こ
と
が
で
き

た
．
夕
方
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
家
族

と
の
対
面
で
あ
る
．
和
食
レ
ス
ト
ラ

ン
で
夕
食
を
囲
ん
で
の
対
面
で
あ
る
．
．

生
徒
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
と
、

手
振
り
身
振
り
を
混
え
、
エ
デ
ル
の

助
け
も
借
り
て
一
生
懸
命
で
あ
る

＜
日
本
大
使
館
訪
問
を
終
え
て

▲車中から見たアスロンの街

な
ご
や
か
な
内
に
対
面
を
終
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
へ
と
惑
っ
た
．
．
後
姿

は
、
い
か
に
も
不
安
そ
う
で
あ
っ
た

が
、
『
勇
気
を
持
っ
て
、
頑
張
っ
て
こ

い
．
』
と
声
を
か
け
て
見
送
っ
た
．

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111ωまで〉

　
⑨

●
《
ノ

“、
、

鴨
う

ど醗
⑭
「
た
ば
こ
」
と
「
酒
」

　
　
　
　
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院
院
長

　
外
科
谷
　
川

r

誠

　
た
ば
こ
と
酒
は
田
目
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
．

　
た
ば
こ
の
中
に
は
ニ
コ
チ
ン
、
タ

ー
ル
、
　
一
酸
化
炭
素
な
ど
の
有
害
物

質
が
含
ま
れ
て
い
て
、
肺
や
だ
液
を

介
し
て
胃
に
入
り
ま
す
．
．
そ
う
す
る

と
胃
液
の
分
泌
が
多
く
な
り
自
分
の

胃
を
傷
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
、

ま
た
同
時
に
胃
に
い
く
血
液
も
少
な

く
な
り
胃
潰
瘍
が
で
き
や
す
く
な
り

ま
す
．

　
た
ば
こ
を
吸
う
人
は
吸
わ
な
い
人

よ
り
約
五
倍
胃
潰
瘍
に
な
り
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
臓
病
、
肺

癌
等
も
た
ば
こ
を
吸
う
人
は
吸
わ
な

い
人
よ
り
数
倍
～
数
十
倍
危
険
性
が

高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
た
ば
こ
を
吸
う
と
や
せ
ら
れ
る
…

と
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
胃
が

た
ば
こ
の
為
に
傷
つ
け
ら
れ
食
欲
が

低
下
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
．
．

決
し
て
ま
と
も
な
や
せ
方
で
は
あ
り

ま
せ
ん
．

　
次
に
お
酒
で
す
が
、
　
一
般
に
ア
ル

コ
ー
ル
は
適
量
な
ら
「
百
薬
の
長
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
胃
の
血
液
を
よ

く
し
血
液
が
血
管
の
中
で
固
ま
る
脳

梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
も
あ
る
程
度

防
ぐ
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
多
量
の
ア
ル
コ
ー
ル

は
胃
の
粘
膜
を
傷
つ
け
、
す
い
臓
も

悪
く
し
ま
す
、

　
ど
の
く
ら
い
が
適
当
か
人
に
よ
り

違
い
ま
す
が
、
日
本
入
男
性
で
は
、

ビ
ー
ル
な
ら
大
ビ
ン
一
本
ぐ
ら
い
、

酒
は
】
～
二
合
、
ウ
イ
ス
キ
ー
は
水

割
り
で
三
～
四
杯
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
，■タバコは

　少なくする
■お酒は
　ほどほどに

　
イ（

。
、
　
菖

（
・
（
。

鴨1轟●　
馴

｝
．

　
“
　
　
、

喫煙家は非喫煙者に比べて喉
頭がん、肺がん、ロ腔がんな

どにかかる率が高くなるとい
うデータがある。

度をこした飲み方は肝臓がん
やすい臓がん、直腸がんなど
にかかりやすくなる。
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ミ
診
　
　
…
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国
り

凋瑞堀皿隅国凱国呂呂皿湿皿芦

歯科医師会だよ

、

　
Q

◎　
　
④
r

　
ま
ず
健
康
な
歯
ぐ
き
は
、

変
に
赤
く
な
い
ピ
ン
ク
色

で
ひ
き
し
ま
り
ブ
ヨ
ブ
ヨ

し
た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ

ん
．
．
歯
ぐ
き
の
中
に
は
骨

が
あ
り
、
歯
は
そ
の
中
に

し
っ
か
り
植
わ
っ
て
い
ま

す
。
歯
ぐ
き
と
歯
の
境
目
に
歯
石
や

食
べ
か
す
が
く
っ
つ
く
と
歯
肉
炎
に

な
り
ま
す
。
歯
ぐ
き
だ
け
の
病
気
で
、

赤
く
は
れ
血
が
出
易
く
な
り
ま
す
。

歯
石
を
と
っ
て
毎
日
規
則
正
し
い
歯

磨
き
を
実
行
す
れ
ば
完
全
に
治
り
ま

す
。　

歯
周
炎
は
、
歯
肉
炎
を
正
し
く
治

療
し
な
か
っ
た
場
合
に
か
か
り
ま
す
。

歯
ぐ
き
の
炎
症
が
進
み
、
歯
ぐ
き
の

先
端
が
歯
か
ら
離
れ
は
じ
め
、
こ
こ

に
う
み
が
た
ま
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
炎
症
が
進
む
と
骨
が
と
け
始
め

ま
す
。
こ
の
期
間
は
あ
ま
り
痛
み
も

な
く
不
快
感
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
歯
周
病
が
重
度
に
な
る
と
、
い
つ
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表
紙
へ
牧
水
○
一
7
3
、
の
解
説
！

　
こ
の
歌
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

の
秋
の
詠
草
で
、
第
十
三
歌
集
「
く

ろ
土
」
に
収
め
て
あ
り
ま
す
．
、

　
こ
の
頃
、
牧
水
は
東
京
の
巣
鴨
町

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
家
は
も
ち
ろ

ん
借
家
で
す
が
、
市
電
の
終
点
（
大

塚
駅
）
に
な
っ
て
い
る
所
で
周
辺
は

由
畑
が
］
面
に
広
が
っ
て
い
る
郊
外

で
し
た
。
牧
水
は
こ
の
付
近
を
よ
く

散
策
し
た
よ
う
で
、
こ
の
歌
も
「
郊

外
の
秋
」
と
題
し
て
三
十
八
首
を
詠

ん
だ
中
の
一
首
で
あ
り
ま
す
．

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
一
連
の
歌
も
、

な
　
す
　
　
　
　
　

ね
ぎ

茄
子
畑
や
葱
畑
、
と
う
も
ろ
こ
し
、

に
ら
等
野
菜
畑
の
秋
の
情
景
を
詠
ん

渡
　
邊
　
邦
　
彦

だ
も
の
で
す
．
．
表
紙
の
歌
「
つ
．
つ
き

あ
ふ
」
の
歌
も
、
］
面
に
広
が
る
秋

の
田
や
畑
に
、
み
の
り
の
秋
も
感
じ

る
田
園
風
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
し
ょ

う
．
ま
た
、
こ
の
］
帯
に
は
、
え
ぞ

菊
を
植
え
た
畑
も
あ
っ
た
よ
う
で

へ
く
れ
な
み
は
お
ほ
く
摘
ま
れ
つ

　
え
ぞ
菊
の
畑
に
さ
び
し
き
む
ら

　
さ
き
の
花

と
い
う
の
も
見
ら
れ
ま
す
。
さ
て
、

牧
水
は
こ
の
土
地
に
翌
年
の
夏
ま
で

住
み
ま
し
た
が
、
東
京
に
お
け
る
生

活
に
少
々
疲
れ
を
感
じ
て
お
り
、
田

も
う
み
が
で
る
よ
う
に
な
り
、
歯
が

ぐ
ら
つ
い
て
も
の
が
噛
み
に
く
く
な

り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
症
状
が
悪
化
す

る
と
、
抜
歯
以
外
に
治
療
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩

こ
と
も
あ
り
、
口
臭
も
は
げ
し
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

っ
て
き
ま
す
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
最
終
的
に
は
歯
が
自
然
に
抜
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

し
ま
い
、
植
わ
っ
て
い
た
骨
は
溶
け
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て
し
ま
っ
て
、
よ
く
噛
め
る
義
歯
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱

作
る
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
歯
周
病
の
恐
い
と
こ
ろ
は
、
痛
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

も
な
く
症
状
が
進
み
、
む
し
歯
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

い
き
れ
い
な
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

正
し
い
歯
磨
き
と
、
定
期
的
な
歯
科
苫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

医
の
チ
ェ
ッ
ク
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

譲管

玉、、

灘

園
生
活
を
望
ん
で
、
大
正
九
年
八
月
、

静
岡
県
楊
原
村
上
賢
哲
（
沼
津
）
に

移
転
し
ま
し
た
．
と
こ
ろ
で
こ
の
頃
、

牧
水
は
自
分
の
歌
に
つ
い
て
、
「
十
三

四
の
頃
か
ら
一
二
十
｝
文
字
を
並
べ
始

め
て
】
二
十
七
歳
の
今
に
な
っ
て
漸
く

自
分
の
歌
と
い
ふ
も
の
が
お
ぼ
ろ
げ

な
が
ら
に
解
り
出
し
た
様
だ
」
と
そ

の
心
境
を
語
っ
て
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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爵
離
た
め
に

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち

国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

行
’
，
！
、
い
ま
す
．

　
税
金
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
あ

り
、
私
た
ち
に
と
．
’
．
げ
、
、
共
同
社
会

を
維
持
す
る
た
め
の
い
わ
ば
会
費
で

　
　
　
あ
る
と
い
え
ま
す

11月1旧～17日税を知る週間＼＼＼1！

　
　
「
税
を
知
る
週
間
一
は
、

　
国
民
生
活
に
深
い
か
か
わ

　
り
を
持
ズ
，
て
い
る
税
に
つ

　
い
！
、
、
そ
の
仕
組
み
や
使

　
わ
れ
方
な
ど
を
、
広
く
国

　
民
の
皆
さ
ん
・
万
に
正
し
く

　
…
埋
解
一
二
、
い
た
だ
／
＼
た
－
の

　
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の

　
で
す

　
　
役
場
税
務
課
で
は
「
税

　
情
報
コ
ー
ナ
ー
一
を
設
置

　
し
、
税
に
関
す
る
い
ろ
ん

　
な
噸
賞
仁
和
」
用
音
心
一
二
、
い
ま

　
す
の
で
ご
利
用
い
た
だ
く

　
　
　
　
　
と
と
も
に
こ
の

麟
響
瀧

網
膜

考
え
て
み
よ
う

国
民
年
金

　
十
【
月
は
「
国

民
年
金
制
度
推
進

月
間
一
で
す
．
あ

な
た
も
自
分
の
年

（
・
蜘
婦

ハ
6

詠
ワ

制
詳

四
百

保
け

金
を
よ
り
身
近
で
大
切
な
も
の
と
し

ば
、
、
老
後
の
生
活
設
計
を
考
え
！
、
み

ま
せ
ん
か
．

　
人
生
八
レ
年
の
時
代
を
迎
え
た
今

日
、
わ
た
し
た
ち
の
老
後
を
守
’
．
〆
、

く
れ
る
の
が
「
国
民
年
金
一
で
す

乱
射
不
、
一
年
金
か
鴻
築
け
ら
れ
な
い
〃
ど

こ
・
つ
な
・
り
な
い
た
め
に
」
っ
、
た
母
日
月
の

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
．

予防運動
’15幽

しの中心
1心

ロ
O

秋の全国火災予防運
　　11月9日～15日

安心の暮らしの中
　　火の用心
　　　　o囲しと」認儲．，

圏

消
防
臨
時
点
検

り

ま

す
秋

の
全
国
火
災

予
防

運
動
が
始
ま

　
町
消
防
団
で
は
こ
の
運
動
行
事
の

一
環
と
し
て
今
年
も
消
防
臨
時
点
検

を
部
毎
に
実
施
し
ま
す
．

▽
期
日
1
0
月
3
0
日
百
）

▽
場
所
各
地
区

第
3
回
「
岩
倉
聡
」
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
募
集

　
今
年
で
三
回
目
と
な
る
岩
倉
聡
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
十
一
月
二
十

七
日
（
日
）
、
町
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
．
事
務
局
で
は
こ
の
大

会
へ
の
出
場
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い

ま
す
．
出
場
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
役
場
農
政
課
　
黒
木
秀
明

▽
申
し
込
み
期
限

　
　
1
1
月
2
1
日
（
月
）
ま
で

、、㌦［ヨ

交通事故

ご相談

●電話のご相談もお受けします

容0985－28－1199（直通）

相談日：≒達＝三皇壷二ぎ9畔＝～12曇

　　　＝養1量～4亜40牙　 z『寧≡を＝≠ピ：

ぴ彗≡≒顛…ミ：凄づ鶏…郵㌃一＝＝糎に二∫す

§弁護士相談日：毎月第3木曜日午後1時～4時

社団法ノ、　日本損害保険協会

宮崎自動車保険請求相談センター
宮崎市広島1．19－13宮崎第一生命ビ・レ新館5階　宮崎調査事務所内　　廿i〕9δ5247921

赤い羽根募金
愛ぢやんと甫聖くん

O
Q

じ
Q

　
卜
月
一
日
か
ら
－
「
二
月
三
軍
一
口

ま
で
国
民
た
す
け
あ
い
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
一
が
全
国
一
斉
に
始

ま
り
ま
し
た
．

　
昨
年
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
目

標
額
を
上
回
る
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
．
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
ト

げ
ま
す
．

　
本
年
も
皆
様
の
心
優
し
い
愛
と
、

な
お
一
層
の
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
．

　
　
　
共
同
募
金
会
東
郷
町
分
会

　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
1
5
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
1
6
旦
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
七
期

　
　
※
納
税
は
十
｝
月
三
十
日
ま
で

善
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、

　
厚
く
お
礼
申
し
ヒ
げ
ま
す
。

〔
1
0
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
仲
深
の
田
ロ
文
f
さ
ん
か
ら

（
チ
サ
さ
ん
・
8
6
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
塩
月
ク
ワ
ノ
さ
ん
か
ら

（
耕
］
さ
ん
・
5
2
歳
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
早
苗
さ
ん
か
ら

（
ヶ
サ
さ
ん
・
9
3
止
威
ご
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
松
尾
シ
ズ
子
さ
ん
か
ら

（
梅
吉
さ
ん
・
7
6
歳
ご
逝
む
ご

◎
坪
谷
の
大
野
佐
織
さ
ん
か
ら

（
テ
ル
ヱ
さ
ん
・
8
9
歳
ご
逝
去
）

一

●

（
九
月
届
出
分
）

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

大
野
テ
ル
エ

松
尾
梅
吉

黒
木
ケ
サ

田
ロ
チ
サ

氏
名

89

ﾎ

76

ﾎ

93

ﾎ

86

ﾎ
年
齢

、
卜
　
　
・
鎖
♪
　
　
4
f

迫
野
内

寺
迫

仲
深

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係㊥2111（14）まで〉
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